
 
 
 

平成２８年９月２８日 

第五管区海上保安本部 

 

 

 

 

10月のイベント等のお知らせ 

 

 

 

＜イベント情報＞ 

 ○【大阪府】わくわく関空見学プラン 

  日  時 10月1日（土）＜第1便＞午後0時～ 

＜第2便＞午後2時～ 

  場  所 関空展望ホール「Sky View」、関西空港海上保安航空基地 

  概  要 関西エアポート（株）とのコラボレーションツアー『海上保安航

空基地を見学しよう！』特別号が運行されます。当庁業務紹介や、

機動救難士の訓練の様子、機体の見学、「うみまる」との記念撮

影を行います。 

  応募方法 関空展望ホール「Sky View」のHPからメールで申し込み 

  募集人数 各便20組40名様（先着順!!） 

  参 加 費 無料（ただし、バス代金実費がかかります） 

  主 催 者 関西エアポート株式会社 

  問合せ先 関空展望ホール「Sky View」072-455-2082（08：00～22：00） 

 

○【兵庫県】姫路港ふれあいフェスティバル秋版 

 日  時 10月30日（日）午前10時～午後3時 

巡視艇ぬのびきの一般公開は、 

午前10時～午前11時30分 

午後１時～午後２時30分 

  場  所 姫路港飾万津臨港公園 

  概  要 巡視艇ぬのびき一般公開、ブース展示「うみまる」との記念撮影 

  主 催 者 兵庫県、姫路市 

  問合せ先 姫路海上保安部管理課 079-231-5063 

 

問合せ先 

第五管区海上保安本部 

総務部総務課 

広報・地域連携室長 鈴木 健司 

電話 078-391-6556（内線2111） 

交通部企画課 

企画課長         服部 理 

電話 078-391-6551（内線2610） 

灯台記念日（※１）に関連して灯台の一般公開を行うほか、各地で海

上保安庁のイベントも行います。 



 

○【兵庫県】大阪湾海上交通センター一般公開 

  日  時 10月29日（土）午前10時～午後3時 

  場  所 大阪湾海上交通センター（兵庫県淡路市野島江崎914-2） 

  概  要 施設の一般公開を行います。 

  問合せ先 大阪湾海上交通センター 整備課 0799-82-3050 

 

○【兵庫県】江埼灯台一般公開 

 日  時  10月29日（土）午前9時30分～午後3時 

  場  所  江埼灯台（兵庫県淡路市野島江崎所在） 

  概  要  施設の一般公開を行います。 

  問合せ先  神戸海上保安部交通課 078-327-8835 

 

○【和歌山県】樫野埼灯台一般公開 

 日  時  10月29日（土）午前10時～午後4時 

  場  所  樫野埼灯台（和歌山県東牟婁郡串本町樫野埼所在） 

  概  要  施設の一般公開を行います。 

              機械遺産認定証等展示（※２） 

  問合せ先  田辺海上保安部交通課 0739-22-2001 

 

○【高知県】室戸岬灯台一般公開 

 日  時  10月29日（土）午後4時30分～午後7時 

                 30日（日）午前9時～午後5時 

  場  所  室戸岬灯台（高知県室戸市室戸岬町所在） 

  概  要  灯台の一般公開を行います。 

  問合せ先  高知海上保安部交通課 088-832-7114 

 

○【和歌山県】友ヶ島灯台一般公開 

  日  時 11月3日（木）午前10時～午後3時 

  場  所 友ヶ島灯台（和歌山県和歌山市加太苫ヶ沖島所在） 

  概  要 施設の一般公開を行います。 

  問合せ先 和歌山海上保安部交通課 073-402-5852 

 

 

※１  灯台記念日とは   

      明治元（1868）年11月1日、神奈川県横須賀市観音埼において、我が国

で初めて西洋技術を用いた灯台（観音埼灯台）の建設が始まりました。 

      この観音埼灯台建設の起工日にちなんで、毎年11月1日を「灯台記念日」

と定めています。 

 



 

※２  機械遺産について 

大型の灯台では、明かり（灯火といいます）を遠くまで届かせるために

レンズを使用しています。 

また、レンズを回転させることにより、灯火を点滅させる周期を調整し

ています。 

樫野埼灯台で使用しているレンズは、明治28（1895）年にフランスから

輸入したものですが、現在も使用しています。 

一方、現在は使用していませんが、分銅を落下させることによりレンズ

を回転させる機械も動作可能な状態で同灯台に保存しています。 

このレンズと回転装置が歴史的に価値のあるものとして、平成28年８月

７日、一般社団法人日本機械学会から機械遺産に認定されました。 

現在も古い機械を使用している灯台はありますが、樫野埼灯台のように

複数の機械が動的保存されているケースは少ないうえ、同灯台の機械は日

本最古のものです。 

なお、和歌山県では初の機械遺産の認定となりました。 

 


